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慶應義塾大学 DMC 紀要 11(1), 2023 
 

 

終わりに 
 
大川 恵子 
（DMC研究センター所長、慶應義塾大学大
学院メディアデザイン研究科教授） 
 

 本日は長時間にわたり私達のディスカッ

ションにおつきあいいただき、ありがとう

ございました。個人的には大変楽しい時間

を過ごしました。オープンサイエンスとい

うのは、１つのレイヤーの人たちだけでは

全然実現できなくて、さまざまなレイヤー

の人たちが、いろいろ工夫をすることで実

現できるものだということを再認識しまし

た。 

私は、わりと低いレイヤー、すなわち地球

上をちゃんとつなぐ、という部分をテリト

リーとしております。そして、私たちは最近、

生きているだけでデータを生成しているよ

うな状況になっています。私もこんな指輪

をつけていますが、これはどんどん私のデ

ータを吸い取っておりまして、いつ寝たと

か、いつ寝なかったとかがデータとして生

成されています。そういうわけで、今日お話

を聞いたなかでも、本当にあらゆるところ

でデータが生成されてきていることがわか

ります。そのデータをきっちり流通・伝送し

ていく。我々は、そのためのインターネット

インフラストラクチャーも、きちんと作っ

ていかなければいけないし、それを守る人

たちの人材育成もやっていかなければいけ

ないし、出てきたデータを上手に使うとい

う人たちの人材育成もしなければいけない。

また、これからの新しい研究手法として、デ

ータを使ってデータを出すということも発

生してきています。そのデータそのものの

流通、データをエビデンスに変えたあとの

流通、さらに、さまざまなところで新しいや

り方が生まれてきていますので、それを支

えるインフラが大切になっていきます。AI

によっても新たなデータ創造とデータ活用

が進んでいます。インするデータとアウト

されるデータがあればもういろんなことを

やり始める人達がいるわけですよね。 

私たちは、本日のお話を聞いたなかで、論

文として知を残すというだけではなくて、

データを残すということもわれわれの大き

な使命であり、また、データの解釈の方法を

残すということも大きな使命だと感じまし

た。まだまだやることがあるので、なかなか

皆さん引退できませんね！ 

これからもいろんな分野の方たちとこう

やってつながる場をつくっていければと思

っておりますので、引き続きこのテーマで、

また議論ができるタイミングをつくりたい

な、と改めて思っております。 

ご登壇いただいた先生方、また、ご来場い

ただいた皆さま、誠にありがとうございま

した。 

こちらで閉会とさせていただきます。 
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